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●プロフィール&高島らしさとは？

●1日のタイムスケジュール

1975年、高島市生まれ。2000年、（社福）虹の会に入社。
10歳、4歳、1歳の父。高島は人と人のつながりがいい距
離感であると思います。地域の行事などは地域との関り
もあり、人との触れ合いがあるのがいいと思います。

〒520-1521　高島市新旭町北畑45
TEL：0740-25-8220
FAX：0740-25-8221
HP：http://www.shiganijinokai.net

社会福祉法人 虹の会

アパレル業界から
障がい者施設の仕事へ

高校卒業後の進路を教えてください。
将来のイメージが無いまま、大阪の大学

で経済学を学びました。アパレル小売店の
バイトがおもしろく、DCブランドの小売
店に就職しました。お客様とのコミュニ
ケーションが楽しくて、性格に合っていま
した。しかし、服にかかる出費が大きな負
担だったのと、ノルマをこなすためには本
意でない販売をすることもあり、2年後に
退職しました。その後、ハローワークで社
会福祉法人虹の会の求人に出会いました。
障がい者施設での仕事については全く知
らなかったのですが、新しいものへ向かっ
ていく性格ですね。

障がい者や家族の相談から
地域づくりへ

虹の会ではどんな仕事をされましたか？
知的障がい者の就労支援施設であるア

イリスで、重度障がい者を担当しました。
リサイクル事業で空き缶をつぶす作業の
補助でしたが、作業の合間に散歩や音楽な
ど楽しみの時間も作って、毎日を楽しく過
ごせる居場所づくりを皆で考えていまし
た。

2年後、障がい者のデイサービス、相談
事業、居宅介護事業を行う湖西地域障害者
生活支援センターわになろうが新設され、
立上げのスタッフとして異動し、10年間
仕事をしました。障がいのある人や家族の
相談に対応し、必要な他の施設のサービ
スをつないだり、地域へ出向いて理解や協
力をお願いしたり、相談者のニーズを充足
していく仕事です。地域の中で障がいのあ
る人が安心して暮らすためには、障がい分
野だけでなく、教育、医療、民生委員など、
様々な分野の人々との連携が必要です。地
域の方との連携づくりは、視野も広がり、
おもしろい仕事でした。

どんなことにやりがいを感じましたか？
相談対応では、障がいのある人の思いに

寄り添い、どのような生活を送りたいかを
共に考え・悩み、形にしていくことで、お互
いが成長することができました。また、障
がいのある人や家族をサポートするため
に様々な人や制度をつないでいくことで、
だれもが住み慣れた地域で、安心して働い
て暮らすことができる地域を作っていく

ことにやりがいを感じました。
その後、高島市障がい者総合支援セン

ターコンパスの立上げに副センター長と
して関わりました。障がい全般に関して総
合的な相談対応ができるセンターとして、
市内各施設の精神障害、身体障害、知的障
害などの専門スタッフと共に立ち上げま
した。また、新しい施設について、地域の

方々などに周知活動をしました。障がいの
ある人が地域社会の一員として生きるた
めの、地域の理解と協力の輪を広げる地域
づくりを担いました。

社会に必要とされる
働く場所を作る

またアイリスに戻って来られたのですね。
アイリスの施設長として戻って来た頃、

障がいのある人を取り巻く環境は変わっ
ていました。仕事の本質を考える中で、商
品や提供するサービスの質を上げ、より単
価の高い仕事を選び、市場に通用する、よ
り社会に必要とされる仕事へシフトして
いきました。障がいのある人の中には、環
境の変化に対応する事が苦手な人もおり、
同じ場所で同じ作業という安定した作業
も継続しています。

2014 年 10 月に高島市観光物産プラ
ザでオープンした「 Mizu Café COCCO」
は、地域で働く一つのスタイルとして、誰
もが自然と障がいのある人の働く姿を見
て、理解されることをめざしています。地
域に必要とされる、新たな働く場所ができ
たと思います。

リスクを恐れず、とにかく
やってみること

障がい者にかかわる仕事をめざす若い人
へメッセージをお願いします。
「障がいのある人が働き暮らす、誰に

とっても暮らしやすいまち」、「人のつな
がりがあり、人として大事なものがあるま
ち」として、高島を次の世代に伝えていき
たいと思います。障がいのある人の社会参
加はますます進み、就労支援の場では市場
ニーズや市場経済に関心を持つ人も活躍
できます。だれもが自立して生き方を選べ
る新しい社会を、一緒に作るおもしろさが
ある分野です。人との関わりが好きなこと
が基本です。そして、リスクを恐れすぎず、
責任と真剣さを持って、「とにかく、やって
みる」ことです。

川島 和久さん法人事務局長
社会福祉法人 虹の会

障がいのある人が地域社会の一員として生きられる地域づくりは、
誰にとっても暮らしやすい地域づくり
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